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表紙について
　長年なじまれた表紙を今号で一変させました。セン
ターだよりは創刊号を出したのが昭和54年５月10日の
ことで、２代目水産増殖センター所長の伊藤進博士が
発案したものでした。当初はＢ５の縦書きでモノクロ
印刷でした。また、増殖センターが平成15年度に組織
統合のため水産総合研究センター増養殖研究所となっ
て「だより」名称にも変更がありました。
　以来、現在までに109号を数える伝統ある情報発信誌
となっております。
　今回、110号を発刊するに当たり、表紙図柄や体裁を
変更し、シンプルなものとしました。長年ご愛顧のセ
ンターだよりでしたが、これを機会に体裁・内容とも
に衣替えして一層の内容の充実を図りたいと存じます
のでご了承願います。

　表紙写真は当所２階からの遠望ですが、遠く浅虫の
裸島を望み、８月１日に開通したホタテ大橋を対岸に
見る風光明媚な大小の島々の眺めです。その昔、現茂

浦漁港内はきれいな砂浜であり、ここにシロナマコが
多産していた頃のことです。昭和38年５月20日、昭和
天皇、皇后両陛下が浅虫臨海実験所にお出でになった
際、裸島の陰から遠く茂浦島と菜の花に囲まれた茂浦
部落方面を眺めて、「茂浦はどこ？」とご下問になっ
たとか。「畑井のシロナマコ」とは初代浅虫臨海実験
所長畑井新喜司博士がご進講されたシロナマコのこと
を思い出されて、その産地である茂浦のことを聞かれ
たものです。

　明治の頃には、この茂浦島の奥部を軍港にする計画
もあったとか。青森に宮様がお出でになった際には、
大湊要港部から軍艦を青森に差し向けて、この風光明
媚な島々の周遊でもてなしたとか。

　この平和な当所のたたずまいが末永く存続すること
を祈念して擱筆とします。（塩）

てなお矍鑠（かくしゃく）、頭脳明晰であったことを
お知らせしておきます。

　『私がここ相坂養魚場を初めて訪れたのは、確か昭
和27年か28年の1月中頃でした。戦後復興のきざしが出
はじめた頃でしょうか。当時私は福島県水産課に勤務
間もない若者で、ニジマス種卵分譲を受けるため夜汽
車にゆられ古間木（ふるまぎ）駅（今の三沢駅）を経
て当場にたどりついたものでした。
　昭和初期に建築されたという当時としてはモダンな
例の事務所で初めて金澤坦場長にお会いしました。挨
拶を交わした後、ふ化室、各飼育池など一巡案内して
もらい、養鱒などの指導を受けている話の中で、配合
餌にイサザアミを使用されていることを聞き、福島に
帰った後、大三沢漁協産のイサザを取り寄せ良い成績
をあげることができました。さて、そうこうしている
中に発眼卵10万粒の収容も終わり輸送箱梱包も出来、
出発準備もＯＫとなったところで、金澤場長は「寒い
から少し暖めて行かねば」と言って丸テーブルの下か
ら一升瓶を持ち上げ、いつの間にか出したコップにな
みなみと液体を満たしてすゝめてくれた。この寒の最
中、外は粉雪がちらついて、10㎝ほど積もっていたこ
とを覚えている。私もこの液体には相性が悪くない方
で、早速ご相伴にあずかり、程なく腹の底から温まり

はじめ、よい心地になり、いよいよ出発となり輸送箱
を小型のソリに乗せ養魚場からの小道を職員の方(今
もって誰方だったか不明)に曳いていただきトロッコ鉄
道？の三本木始発駅（今の十和田市駅）まで送ってく
れました。
　この記憶が50年前の忘却の彼方から一筋だけ残っ
て、あの気さくな金澤場長の顔とソリ雪道とが重なり
印象深い想い出となっている。』
　
直江　春三（なおえ　はるぞう）氏の略歴
　大正14年３月八戸市生
　昭和24年　函館水産専門学校卒
　昭和24年　徳島県水産試験場奉職
　昭和26年　福島県水産課転出
　昭和36年　青森県漁政課へ転出
　昭和39年　水産修練所配置換
　昭和43年　水産増殖センター配置換
　昭和56年　内水面水産試験場長で転出
　昭和58年　３月退職

　注．氏が相坂養魚場を訪問した時期の記憶に多少の
ずれがあり、正確には昭和30年2月27日でした。内水
研に残っていた当時の往復文書綴を見て確認できまし
た。


